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            山 田 庫司郎 
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○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 
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 議 長    井 戸 達 也 

─────────────────────── 

○傍聴議員（５名）    

        近 藤 憲 治 

        永 本 浩 子 

        平 賀 貴 幸 

        古 田 純 也 

        村 椿 敏 章 

─────────────────────── 

○説明者 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 庁舎整備推進室長    後 藤 利 博 

 調査整備推進室次長    吉 田 憲 弘 

 庁舎整備推進室次長    秋 葉 孝 博 

 庁舎整備推進室参事    北 村 幸 彦 

 情報政策課長    高 橋   剛 

 庁舎整備推進室参事    古 田 孝 仁 

 庁舎整備推進室参事    小 原   功 

庁舎整備推進室参事    日 野 智 康 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    武 田 浩 一 

次 長    伊 倉 直 樹 

総務議事係長    神 谷 浩 一 

総 務 議 事 係    早 渕 由 樹 

 

午前10時33分開会 

○立崎聡一委員長 ただいまから総務経済委員会を

開会いたします。 

本日の委員会では、９月３日、16日において継続

審査となっております、議案第５号と付託されまし

た議案第７号について審査します。 

進行ですが、まず初めに、議案第７号を審査し、

理事者入替え後、議案第５号について審査いたしま

す。 

それでは、議案第７号令和２年度網走市一般会計

補正予算中、新型コロナウイルス感染症対策事業、

郊外地区光回線整備事業について説明を求めます。 

○高橋剛情報政策課長 それでは、追加議案資料６

号の３ページを御覧いただきたいと思います。 

令和２年度一般会計補正予算中、郊外地区光回線

整備事業につきまして御説明いたします。 

補正の理由及び内容でありますが、現在、国にお

きまして、全国の市町村における光回線整備に対す

る大規模な支援を行っており、当市におきましても

市内全域の光回線整備率100％達成に向け、国の補

正予算を活用して光回線を整備することとし、整備

のための光回線設計委託を行うものです。 

補正額でございますが、歳出予算は委託料9,570

万円を追加するものでございます。 

また、歳入予算は市債9,570万円を追加するもの

でございます。 

以上でございます。 

○立崎聡一委員長 それでは質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○川原田英世委員 すいません、単純にこれによっ

て、市内全ての市民がというか、全ての世帯が、望

む人は光回線を利用できるようになるというふう

に、単純に考えていいでしょうか。 

○高橋剛情報政策課長 委員のおっしゃるとおり、
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今回の光回線整備につきまして、現在、市内に居住

しております、今、光回線が使用できない世帯に対

して、光回線サービスを使用することができるよう

になるものでございます。 

○川原田英世委員 その整備が完了するのは、いつ

頃になるというふうに想定されているのでしょう

か。 

○高橋剛情報政策課長 今回、国の国庫補助を利用

して整備を行うものでございまして、整備の申請と

いいますのは単年度の申請ですので、補助申請を行

う際には、年度内の工期完了ということを想定して

申請するものでございますが、市内広域でございま

すので、年度内の工事完了というものは現実的に見

込めないと考えております。 

ですので、来年度、令和３年度へ繰越しし、光回

線サービスの利用開始は、令和４年度から活用でき

る、利用できると想定しております。 

○川原田英世委員 想定どおりにはなかなかいかな

い可能性が高いということで、多分、これ全国的に

も動いていくのでしょうから、ものの不足というこ

とも想定されると思いますので、先手、先手を打っ

ていかないと、多分、間に合わないというか、ずれ

込んでいく可能性が相当あると思うのですね。 

ですので、そこを十分注意しながら、できるだけ

早く、目的はコロナですので、できるだけ早くでき

るように努力をしていただきたいと思います。 

以上です。 

○立崎聡一委員長 他に。 

○小田部照委員 私のほうからも何点か確認させて

いただきます。 

まずは、６月議会に質問させていただいて、

100％実現に向けて検討していくという答弁いただ

きながら、わずか３カ月で、スピード感を持って対

応されている担当課の皆様の御努力に敬意を表した

いと思います。 

先ほど川原田委員からも質問がありましたが、令

和４年のスタートを目指して、工事の予定をしてい

るということですが、まず、今回、設計費というこ

とで計上されておりますが、単純にこの総事業費と

いうのを、概算がわかっているのか、そしてスケジ

ュール感ですね、郊外地区といっても網走は広いの

で、どういった地区から進めていくとか、計画があ

ればお示しいただきたいと思います。 

○高橋剛情報政策課長 ただいま御質問のありまし

た、概算の費用でございますけれども、まだ詳細な

設計を行っておりません。 

机上の設計ということでございますので、超概算

の見積りとなりますけれども、今回、補正させてい

ただきました設計費を含めた、いわゆる整備に係る

費用のみでございますが、光回線敷設の回線の整備

費用、あと回線を敷設するためには、北電だとかＮ

ＴＴさんの電柱を使わせてもらうという添加料など

がございます。 

それらもろもろを含めますと、整備費用といたし

ましては、約11億円というふうに示されておりま

す。 

あと、どこから整備していくという御質問でござ

いますけれども、これから実際、光回線整備をする

事業者と、どこから地区から整理するかというの

は、打ち合わせ、相談しながら決めていくことにな

ると思いますので、現時点でどの地区から進めてい

くという具体的なスケジュールはまだ立てておりま

せん。 

○小田部照委員 今のお話で、総事業費全体で11億

円を想定しているということでしたが、この中で国

の整備補助事業を活用することによって、何％ぐら

いが、市の持ち出しがあって、国の補助はどれぐら

い入るものなのか、わかる範囲で御説明いただきた

いと思います。 

○高橋剛情報政策課長 今回、国の補助事業の補助

対象になりますけれども、補助対象となりますの

は、光回線の整備にかかる費用だけでございまし

て、今回行います設計費用や、あと地域のエントラ

ンス、地域ごとの拠点的な地区、地域ですね、そこ

までの光回線の敷設が補助対象というふうになりま

すので、そこからエントランスから各家庭までの光

回線の整備につきましては、補助対象外となります

ので、その補助対象に対しまして、２分の１が国庫

補助対象というふうになります。 

また、今回、国の二次補正で臨時交付金が充てら

れますので、この補助対象以外の自治体負担分の８

割ですね、が交付金として、算定されることとなっ

ております。 

○小田部照委員 いずれにしろ、市の持ち出しは極

めて少ない金額で、100％整備に向けて実現すると

いうことで期待しているところでありますが、順

次、計画的に、スピード感を持って、変わらず対応

していただきたいと思います。 

以上です。 

〇立崎聡一委員長 次。 
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○栗田政男委員 大体内容についてわかったのです

けれども、もう一度スケジュール感というか、大事

なことなので、いつから始めて大体完了予定という

のは、はっきりしたことを説明しなくてはいけない

ので、お願いしたいのです。 

○高橋剛情報政策課長 今後のスケジュールでござ

いますが、まず、今回、光設計委託の補正予算を議

決させていただきましたら、早速ですね、まず事業

者と設計委託の締結を目指していきます。 

それで、国への補助申請を行うために、また詳細

な見積りや、図面等の提出が必要となりますので、

そちらの必要資料を提出いただきましたら、早急に

国への補助申請を行ってまいります。 

補助申請から交付決定まで、おおよそ３か月ぐら

いかかると見込まれておりますので、９月中に申請

いたしますと、およそ12月位には交付決定されるの

ではないかというふうに想定しております。 

工事につきましても、交付決定後、速やかに着工

をさせていただきたいと考えておりますので、工事

請負費等の予算につきましては、改めて12月の補正

予算で計上させていただきたいと考えております。 

それで、また、なかなか年度内に工事完了が見込

めない場合には、３月、年度末におきまして、年度

繰越しの事務をさせていただきたいと考えておりま

す。 

○栗田政男委員 いずれにしても、幾ら遅れても、

１年以内には全て完了する話ではないかなというふ

うに思います。 

令和４年…ごめんなさい、スケジュールもうちょ

っと、きちんと教えてください。 

○高橋剛情報政策課長 先ほどの説明の続きをさせ

ていただきます。 

補助申請ということで、今年度末までの工事完了

を見込んでおりますが、現実的に、今年度中の工事

完了は見込めないと考えておりますので、工事を１

年度繰り越しまして、令和３年度末までに工事を完

了させていただき、サービス開始は令和４年度から

見込んでおります。 

○栗田政男委員 ちょっと認識がみんなずれている

ような気がするのですが、９月にこうやって上がっ

ているので、12月に申請をすると、決定をいただく

と、工事に入れるわけですよね。 

そうすると、年度でいきますと、今年度中に工事

に着手して、繰越しをしてやりますから、遅くとも

１年以内には全て完了するというような認識でよろ

しいですか。 

○高橋剛情報政策課長 工事につきまして、令和３

年度中を見込んでおりますが、早く終われば、令和

３年度中からのサービス利用開始も可能かとは思い

ますが、なかなか全国的、全道的に進めていく事

業、工事でございますので、当市といたしまして

は、令和３年度中の工事完了、利用開始は令和４年

４月からの開始を想定しているところでございま

す。 

○栗田政男委員 いろんなスケジュール感というの

がありますし、国のほうも急にこういうふうに創出

をして、力を入れてきたということもありますの

で、これはコロナの影響が多分に大きな部分があっ

たと思います。 

当市においては、私も昨年12月にスマート農業に

対応するために、光回線の設置は必要不可欠だとお

話をさせていただきました。 

大空町のほうも当然、この制度を使って、今進め

ていく状況になっているということであります。 

小清水のほうは、かなり前に全戸入っているので

すね。 

現状をお聞きしますと、やはりちょっと容量的に

足りないなというような苦情が来ています。 

そういうことを考えると、あの時代ですから、間

に合うということでやったのでしょうけれども、こ

れから入るものについては、設計の中でしっかりと

した、容量確保はできるのでしょうけれども、せっ

かくやることですから、容量にちょっと余裕を持っ

たね、設計をしっかり組んでいただければなという

ふうに思います。 

スマート農業、あと企業誘致、もう一つは教育環

境、この三つが、この光によって、当市において非

常に大きく改善されるということで、まさしく切望

していた、特に私の会社も、そういう関係で１、２

年は多分入れてもらえるということで非常にメリッ

トがございます。 

企業としても非常に助かる部分がありますし、個

人的にも、今はＷｉ-Ｆｉが飛ばない家にはいられ

ないというような時代になってきました。 

そういう意味からもやっぱり、しっかりと取り組

んで、なるべくスピーディーに、早く市民のために

頑張っていただければなというふうに思っておりま

す。 

ありがとうございます。 

○立崎聡一委員長 次。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

なきようですので、お諮りしたいと思います。 

議案第７号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、所管分につきましては、全会一致により原案可

決すべきものとして決定してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

そのように決定いたしました。 

それでは、ここで理事者入替えのため暫時休憩い

たします。 

午前10時47分休憩 

午前10時49分再開 

○立崎聡一委員長 それでは再開いたします。 

次に、９月３日、16日に委員会において継続審査

となっております、議案第５号網走市役所の位置を

定める条例制定について審査いたします。 

本日は３回目の審査となります。 

16日の委員会では、委員会として市長の出席を求

め、発言をいただいたところであります。 

委員長として、市長の発言をもって、前回の委員

会審査において質疑は終了していると判断しており

ますが、質疑終了の宣言が不明確であるとの、委員

の申し出がありました。 

これにつきまして、委員長仕切りの不手際もあ

り、大変申し訳ございませんでした。 

このことから、事前に川原田委員より、発言の申

し出がありましたので、許可することでよろしいで

しょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、発言を許可します。 

○川原田英世委員 それでは伺いたいと思います

が、16日の議論においては、双方の休憩をとりなが

ら、詳細にわたって質疑を行ってまいりました。 

そこから、私たちの会派が求めるグランドデザイ

ンについて質疑を行う中で、市長に発言をいただい

たというふうに認識をしておりますけれども、コロ

ナ禍における、ＩＣＴを取り入れていくだとか、将

来にわたる分散型の視点も含めた、様々な施策に取

り組んでいくというような、将来のビジョンも一部

語っていただいたのですが、議論の経過からする

と、ちょっと私は議論の経過の中での答弁というよ

りは、どちらかという総括的な、またちょっと違う

答弁だったような気がしています。 

ですので、少し確認も含めて、１点だけお伺いを

したいというふうに思います。 

人口ビジョンに示されている、網走の将来の人

口、これは網走市の目標値で、2040年で３万2,000

人強、そして2060年には３万人を大きく切りまし

て、2万7,000人弱ということになっております。 

今年、国勢調査がありますので、そこでまた大き

く変更があるのだと思いますけれども、もしかする

と、それをさらに下回る結果になっていく想定もあ

るのかもしれません。 

いずれにしましても、最盛期の人口から考えると

３分の１以上の人口が減少することになります。 

それによって、当然、市街地の縮小や、または歯

抜け状態の町になっていってしまうことも、想定さ

れるわけです。 

そういった消滅可能性都市だとか、そういったこ

とが、まさに私が１期目を当選したときには、本も

出版されて、全国的に大きな課題となって出てきま

した。 

それが、やはり町の未来に多くの市民が不安を抱

く大きなきっかけになったというふうに思います。 

そういった中で、庁舎が現在提案されている場所

へ移動されることが、そういった縮小に向かってい

く町の未来に、市民に希望を与えるものになってい

かなくてはならないというふうに私は考えていま

す。 

そのためには、やはり新たに移設される庁舎、こ

れが町の中心であるということと同時に、まちづく

りの中心であり、そして、そこからコンパクトシテ

ィーや、スマートシティーという考えを取り入れな

がら、未来を切り開いていかなくてはならない。 

そして、町に新たな活力と、市民に希望と安心を

与えていかなくてはならないというふうに考えま

す。 

それに対して、これから、その努力を十分に行っ

ていくというふうに考えているのか。 

そう考えて受け取っていいのか、お伺いします。 

○後藤利博庁舎整備推進室長 同様の認識でござい

ます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

○立崎聡一委員長 以上で、議案第５号の質疑を終

了します。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、本日は、当委員会内において、委員の

見解を伺いながら、委員長の報告を取りまとめてま

いります。 

暫時休憩いたします。 

午前10時54分休憩 
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午後１時30分再開 

○立崎聡一委員長 それでは再開いたします。 

議案第５号につきましては、本日を含め、３回の

審査を行ってまいりました。 

それでは、議案に関して、各委員から見解を御発

言願います。 

○松浦敏司委員 私はこれまでの議論を通じて、い

ろいろ意見を述べてまいりました。 

基本的に市庁舎の建て替えには、反対ではありま

せん。 

必要なことだというふうに考えています。 

この間の議論の中で、やはり、国が平成29年度

に、市町村役場機能緊急保全事業というのを創設さ

れて、これに網走市も乗るというようなことで、確

かに有利な制度ではあります。 

そうなると、いずれにしても、金市舘跡地周辺以

外になると、なかなか間に合わないということも、

議論の中で出てきたという点。 

しかし、私どもは、今の現在地でも、決して海抜

が高いところにあるとは言えない、そして金市舘跡

地周辺は、さらに１メートル低いところに建つと、

そして、土地の面積も狭いというようなことも考え

たときに、やはり私は、市庁舎というのは、災害が

あったときに、市民の生命、財産を守るために、対

応しなければならないということですから、より安

全なところに役所はあるべきだというような立場で

あり、高台に建設すべきだということを述べてきま

した。 

そのようなことから、今回の、この議案第５号に

ついては、市役所の位置を定める条例制定というこ

とについては、反対であります。 

以上です。 

○立崎聡一委員長 次。 

○澤谷淳子委員 この網走市役所の位置を定める条

例で、ラルズ跡地に賛成いたします。 

また、議論の中で皆さんおっしゃいましたが、耐

震基準を満たしていない現庁舎では、もうなるべく

早く、早急に建て替えが必要であるということは、

委員の全員が共通の認識でした。 

それをもとに、また完成までの期間が最も短い、

市民負担が最も少ない建設費用になる、また、公共

交通の結節点でもある総合振興局とか開発、警察

署、そういう関係機関とも近い、また、交通の利便

性も高い、いろいろなことを考えて、やっぱりラル

ズ跡地は適地と思いましたので、賛成いたします。 

○立崎聡一委員長 次。 

○小田部照委員 庁舎建設については、本庁舎が建

設から55年、西庁舎が62年経過しており、耐震基準

も満たしておらず、震度６から７クラスの地震で、

倒壊するであろうとされていることから、ここにい

る全議員が、議員の総意で一刻も早い庁舎の建て替

えが必要であると、見解をしていると認識している

ところであります。 

それを踏まえ、議会側では８名の議員が委員とな

り、新庁舎建設特別委員会を設置し、１年以上か

け、20回にわたり調査研究をし、議論を重ねてきま

した。 

その最終報告書も受けております。 

あわせて、学識経験者や市内各種団体の代表者、

市民公募を含めた25名の委員で構成する新庁舎建設

検討委員会が設置され、検討審議を重ねられ、その

答申書もいただいております。 

これまで積み上げてこられたこと、市民の皆様の

思いを重く受け止めるとともに、御尽力いただいた

全ての皆様に、感謝を申し上げるところでありま

す。 

今の網走の財政状況を考えても、未来の網走に少

しでも負担にならないためにも、国の緊急保全事業

の活用が必要不可欠であると考えております。 

そのために、金市舘、ラルズ跡地が適地であると

決められたところであります。 

この位置を定める条例制定をしっかりと通して、

人口減少、社会保障費の増大を念頭に置いた、防災

機能を備えた庁舎の建設、規模や機能、身の丈に合

ったコンパクトな庁舎建設の議論に入っていくべき

だと考えております。 

それをもって、庁舎建設に関わる位置条例の制定

については、賛成したいと思います。 

○立崎聡一委員長 次。 

○山田庫司郎委員 私はですね、会派民主市民ネッ

トの立場で、討論をさせていただきたいというふう

に思います。 

私ども会派はですね、一つ目は、庁舎の建て替え

についてはもちろん必要であると。 

２点目としては、国の支援はできる限りやはり活

用すべき、この２点については、異を唱えたもので

はないということを、ずっと明らかにしてきていま

した。 

ただ、庁舎建設に伴う不安、または不確定な要素

がある。 
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それを中心的に五つの課題を整理をさせていただ

いて、この間、慎重な立場で議論を進めさせていた

だきました。 

その議論の中で、総事業費、そして財政の見通し

については、一定程度の理解できる答弁をいただい

たというふうに判断をいたすところであります。 

また、一時避難を含めた防災の視点、そして、新

たな市民との行政対応の方向性も示されたと考えて

います。 

しかし、将来のまちづくりのビジョンは、市長の

答弁もいただきましたが、市長だからこそ伝えられ

るメッセージを期待しておりましたけれども、意は

適いませんでした。 

ただ、先ほどの質疑と御答弁もあったわけであり

ますけれども、人口減少を見据えたまちづくりのた

め、そして、中心市街地のにぎわいと活性化を、

官、民との連携により、新たなスタートをするため

にも、この場所に庁舎を建設することが必要なこと

は、私どもは共通認識に立てるものと考えていま

す。 

したがいまして、私どもは今後の庁舎建設、そし

て、これからの網走市のまちづくりの議論に積極的

に関わることを明らかにしながら、今回の提案、本

条例については、総合的に判断をさせていただく中

で、賛成をいたします。 

○立崎聡一委員長 栗田委員、よろしいですか。 

○栗田政男委員 特になし。 

○立崎聡一委員長 確認をさせていただきます。 

小田部委員の発言は、会派としての発言というこ

とでよろしいですか。 

〇小田部照委員 はい。 

○立崎聡一委員長 それでは全員、御発言いただき

ましたので、お諮りしたいと思います。 

審査の結果、当委員会では、議案第５号網走市役

所の位置を定める条例制定については、大方の委員

の賛成により、原案可決すべきものとして決定して

よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

大方の賛成者をもって、原案可決すべきものと決

定いたします。 

それでは、そのほか、委員の皆さん、理事者のほ

うから何かありませんでしょうか。 

○岩永雅浩庁舎整備推進室次長 お手元に資料をお

配りしておりますが、市のホームページの問い合わ

せに書き込まれた、被害予告への対応について、報

告をさせていただきたいと思います。 

概要については、御承知のとおりかと思いますの

で、主な対応状況についてお知らせをいたします。 

９月16日水曜日、午後１時から午後２時30分まで

本庁舎、西庁舎を臨時閉庁といたしました。 

これに伴って、水道の料金センターや、網走信用

金庫の派出所などについても、同様の対応をいただ

いたということでございます。 

１時の庁内放送により、職員については市民会館

のほうへ避難をすることになりました。 

また、臨時部長会議を消防南出張所で開催をし、

現地と市民会館、それから南出張所を結んだ、オン

ラインの中継の中で状況確認などをしてまいりまし

た。 

退避につきましては、午後２時15分をもって、予

告のあったような事象が起きなかった、それから警

察署員の確認作業においても不審物が見つからなか

ったということで、午後２時15分に避難解除をし、

開庁を午後２時30分に行いました。 

これまでの市民広報、報道対応としましては、市

民への広報として、様々な情報伝達手段を用いてお

知らせをするとともに、市役所周辺の七つの町内

会、それから15の事業所に状況についてお知らせを

してまいりました。 

報道機関に対しましては、９月15日の午後１時55

分に第１報を出し、また、１時間半後に第２報を発

出しております。 

第３報として、９月16日に退避の解除をする旨を

お知らせして、終息報という形で、報道機関にお知

らせをいたしました。 

被害届ですけれども、９月15日に警察署とも相談

させていただきながら、恐喝未遂という形で被害届

を提出しております。 

概要につきましては以上です。 

○立崎聡一委員長 それでは他にございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

なきようですので、これをもちまして総務経済委

員会を閉会させていただきます。 

御苦労さまでした。 

午後１時43分閉会 


